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百人一首に詠まれT二大試の三位の「有馬IIIいなの笹原風吹けば いでをよ人を忘れやはする J 1: 
いう情緒海綿Tこる歌を聴{ 1: ，私は直ぐ専門意識が働いて，この女性詩人の流麗な筆に稼られTこイ
ナノノササは植物事上，ざんな笹であっfころうかと考えて見にくなる。

百{ より何れの事者も否地方入も皆，此のイナノノササを歳暮の市や西宮の十日戎の際に幅女の

面を結び付けるオカメササ Shibataea Itumasaca Nakai である k信じでいる。このオカメササは
他の笹より著し《葉が短〈丸い， tごから幅女の額に見立てての名である@ オカ犬ササは有馬の蟻地
獄の還に少し許ち生えていて，むしろ植えていての方が能いかも知れない。此の小きい愛らしい笹

をぞう遠〈ない時代に何虞からか移じ植え? こものiこ相違ない。オプカメササをー名プンゴササ E云
い，伊藤伊兵衛の地錦紗( 享保二年版〉を見ても「此の竹も色豊後園より来る故に名づ< J  1:ある
通り，本州のものは大抵，野生肢をしていても，も t もk植えにものが逸出して，ぞれが野性化し， 
Tこものである。ぞれぢ大試の三位の平安時代には到底，本州、lにあり得ない竹である。
ぞもぞもぎラし? こ拍手の瓢箪から歓が出てウソが異になって此のイナノノササがオカメササfごと

騒ぎ出しfこか左其のイワレ，インネンを尋ねて見る1 : ，其れは明治19年に出版きれ? こ，日本竹譜の

著者，片山直人先生が同書に取り入れ? このが初めであるらしい。叉同書は田中芳男先生聞主して出

版し7こω 問先生は明治初年に於ける我邦の物産撃の第一人者で文部省の一分課であった博物局に勤
めていTこ人で晩年には男爵を授けられfこ方である o そして明治24年には有馬温泉誌を出版しfこ位?ご
から有馬にも調査に御出でになっ? こものであろう。その時にでも宿星の主人等に問われ風雅でな〈

詩藻に乏しい者が思LL2きに答え t:のが因由であるか，有馬の揚が? ごんにん有名になっ? このでーーも
うけせんがために商人の機智を発揮して有馬名物の一つにイナノノササを加え菓子箸を作って責ら

んがTこめに，この僅少の材料にでi合も専賞品の様な考えで作つfこものを有馬名物イナノノササ主し
て費ったものに起因するか，何れかを御雨入の誰れかY 見て何等詮索もせす直もに日本竹謡えも

それを載せにものであろう。イナノノササをオカメササピ E決定しTこのは日本竹譜が最初である a

我が手許にある本草関係や竹童文関係も調べても一向に其の名を釣り出し得ない Q 若しかかる名が，

ぞれ以前にあり左すれば内外本草書類の文献について本邦第一の権威者 E して誰れもが許す理撃博
士，故白井ー光PR先生の好手樹木和名考や本草墜論致其の他のオカメササの部iこ付記しそうなも

ぜ

のにが見えないから日本竹譜を轄矢として誰れも異議はないであろう Q 又竹林室主主F内伊助先生等ち
同氏の大著で植物研究者が必十目を遇さねばならぬ。此のスタンダ F ドの竹類圃諮や竹類栽培法え
も直ちに引用して翠界に賢め持て嚇しにものむa

ー色

イナノササが今のオカメササでないとしにら一程何であろうか，平安時代に笹原とまでう 7こわれ
て賢〈有名につに竹種が現在跡方もな〈結えてしまっfことは乞うしても考えられない。有馬の地を

歩< 1 : 有馬の谷一面lこスズダケ Sasamorpha purpurascens Nakai があり之れに嘗て歓める可
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きが至嘗かk考えられんもんでもない。
このスズダケは異に雅味に富んt:梓をもっ笹であり，生えて聞もないものでも梓は草屋根の中で

何年も煤けた様な色をしている。又葉は長大で皮革質の様な立荻なもので有馬を中心としに地方で
チマキを作り五月の節句等にも園子を包んで御供なんかにもするからオカメササに嘗てる位なら，
この方が余程上位に置かれるに相違ない。今上の様に歌の中のイナノノササをスズダヶt: 1:: 得て見
れば，ぞれで不都合はないかと云う k ぞれはさを然歌の意k は合致しない。元来このスズダケ k 云う
のは多に葉が去を然枯死しないから官官掲のものや，ヨたの歌の感じ等ーっち I味わうことは出来ないから
である。 、、、、、、、、、
見わTこせばまじるすすきも霜村れて椋すくなき猪名の笹原( 新拾遺和歌集，土御門院)、、、、、、、
有馬Il J おろす嵐の吹きよせて猪名の笹原もみぢしにけり( 夫木和歌集，藤原堅隆)

スズダケは4ちになっても一向枯色にならす・，捺す〈な{ も，もみぢ色もしないから，スズダケにも
あてはめるわけには行かぬ。では何であろう乎。然らぱ「有馬Il J いなのき、はら云々」の歌にある

イナノノササはー瞳何を指しているか t云う tぞれは無論ネササ Pleioblastus Nezasa Muroi そ
のものでなければならぬことを強〈主張する G これは従来誰一人 E して気付かなかっTこことである。
此のネササは猪名野田ち六甲山の東麓一帯の平野のみならす，揖津圏一帯に自生する笹で，今で

さえ見渡す限りー厨に苦々 E生えているから，背は人家色殆ざ思えぬ淋しい大笹原であったこを 7ご
ろうし，京からも奈良からも，・こ〉まで来るのには余程疲れ? こことで身を切るような寒風が時雨を
はこんで，挟衣の袖をぬらし， 1:: ぼとぼとネササの道をかきわけで行〈旋入の心細きも，まぎまさー
と想像せられるのである。しかき' この一面の笹原が秋から冬にかけてすっかり枯葉をなって風に喪
〈きまはまこ Eに荒涼索莫Tこるものであっfこであろう Q

きれば秋から冬の温泉は淘に能いものであるから猪名野を遇って有馬温泉に遇い，寓葉以来この
笹原を詠ん7ご歌は少〈ない。 、、、、、
しながi鳥猪名野を来れば有馬山タ霧Tこちぬ宿はな〈して( 寓葉集，巻七，一一四0 )、、、、、
有馬IJjみね行〈雲に風さえて霞おも〈る猪名の笹原( 新摺百今集ヲ巻五，秋下，法印定詰〉、、、、、、、
しなが烏ゐなのふし原風さえて昆陽の池水氷しにけり( 金葉和歌集，巻四，冬歌)、、、、、、
族衣つま吹〈風のき畏き夜に宿こそなけれ猪名の笹原( 開後拾遺和歌集，ー巻九〉
このネササは開問のj京野，山麓に多〈生じ，殊に六甲山の南面はこれのみで包まれている。従っ

て秋から冬にかけては，その枯色が六甲山のIl J 容を費えてしまい，六甲嵐に煽ちれて一入淋もさを
ま曾す光景を呈する。
斯様に六甲，有馬を眺めイナノノササを解揮すると其の歌も生き，その歌句も能〈賓況色合致し
何等ぞの間に疑を挟む余地はないことになる。
序に六甲山にあるネササの薮の中に分け入ってその梓を見ると，必す‘枠面に美しい虎斑のあるも

のを発見するであろう。私は十五六年前に，この斑ある笹を琵見して，これに六甲iぷ竹の新和名
1:: Pleioblastus Nezasa Muroi forma nebulosus‘Muroi 主いう墜名をつけて公表して置い、、、、
fこことであっ7こ。この竹こそ六甲Tごけ( 竹) に見られるもので，1 E 真巨銘の「猪名の笹」でな〈で
はならぬ。

以上連べfここ k に就ては，神戸市内には津山の歌人が居られるから貴援の療な門外漢が無謀に色
我が歌壇へ珠を容れることはケシカランことにと御叱りを受けることは畳悟の上の事である。
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